名古屋大学電子顕微鏡勉強会



主催：名古屋大学構造生物学センター



協賛：新学術領域「運動超分子マシナリーが織りなす調和と多様性」

２０１３年１２月１４日（土）
場所：理学研究科Ｇ館：Ｇ１０１講義室

９：５０　開会の挨拶：本間　道夫　理学研究科教授

１０：００

本間　道夫　理学研究科教授


『バクテリアべん毛の電子顕微鏡による構造解析』

１０：３０
深澤　有吾　医学研究科准教授


『電子顕微鏡技術の神経科学研究への重要性とその実際』
１１：００
伊藤　喜子 ライカマイクロシステムズ プロダクトエキスパートGr.担当マネジャー

『ライカ製品による生物試料のための電顕試料作製のソリューション』
１１：３０
木下　専（代：上田奈津実）理学研究科教授


『連続切片像再構築法によるシナプス近傍の微細形態計測』
１２：００〜１３：３０（昼食）

１３：３０

阿部　一啓　創薬科学研究科助教


『胃プロトンポンプの電子線結晶学による構造解析』

１４：００

臼倉　治郎（代：成田哲博）エコトピア科学研究所特任教授

『細胞骨格をクライオ電顕で見る：新規細胞膜剥離法の応用』

１４：３０

藤本　豊士　医学研究科教授


『急速凍結・凍結割断レプリカ法による膜脂質ナノ局在の解析』

１５：００

大嶋　篤典　創薬科学研究科准教授


『線虫Innexin-6ギャップ結合チャネルの多量体構造と機能解析』
１５：３０
成田　哲博　理学研究科准教授

『クライオおよび負染色法を用いた線維状蛋白質複合体構造解析』

１６：００

葦原　雅道　日本エフイー・アイ（株）プロダクトマーケティングエンジニア


『クライオ電子線トモグラフィ法の動向と将来展望』

１６：３０　閉会の挨拶：成田　哲博　理学研究科准教授






世話人　本間道夫・成田哲博
